
学校番号 112 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ⅱ 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 新版数学Ⅱ 新訂版 （実教出版） 

副教材等 ステージノート数学Ⅱ （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返っ

てよりよい解決を考える」といった一連の過程で、自分の考えを発表したり、議論したりする活動

を行います。 

・問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も

書くようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこでつま

ずいたかを知るための大切なものです。 

・家庭学習における課題は定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

「数学Ⅰ」の内容を発展、拡充させた方程式と式の証明、図形と方程式、三角関数、指数・対数関

数及び微分・積分の考えについての基礎的な知識や技能を習得します。また、それらを数学的に捕

らえて考察・処理する能力を伸ばすとともに，数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにし

ます。さらに、将来の実生活で充分活用でき得る数学的な思考力、特に計算力を身につけることを

目標とします。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

方程式と式の証明，図形と方

程式，指数関数・対数関数，

三角関数及び微分・積分の考

えについての基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解す

るとともに，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けようとして

いる。 

 

数の範囲や式の性質に着目し，

等式や不等式が成り立つこと

などについて論理的に考察す

る力，座標平面上の図形につい

て構成要素間の関係に着目し，

方程式を用いて図形を簡潔・明

瞭・的確に表現したり，図形の

性質を論理的に考察したりす

る力，関数関係に着目し，事象

を的確に表現してその特徴を

数学的に考察する力，関数の局

所的な変化に着目し，事象を数

学的に考察したり，問題解決の

過程や結果を振り返って統合

的・発展的に考察したりしてい

る。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度，問題解決

の過程を振り返って考察を深

めたり，評価・改善したりしよ

うとする態度や創造性の基礎

を身に付けようとしている。 

上に示す観点に基づいて,学習のまとまりごとに評価し,学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容

に応じて,それぞれの観点を適切に配分し,評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

方

程

式

・

式

と

証

明 

式の計算 

１ 整式の乗法 

２ 二項定理 

３ 整式の除法 

４ 分数式 

a: ３次式の展開公式を用い

て，式の展開をすることができ

る。パスカルの三角形の法則性

について理解し，それを用いて

４次式や５次式の展開ができ

る。分数式の四則計算ができ

る。 

b: 式の計算の方法を既に学習

した数や式の計算と関連付け，

多面的に考察することができ

る。日常の事象や社会の事象な

どを数学的に捉え，方程式を問

題解決に活用すること。 

c: パスカルの三角形の対称性

やそこに現れる数の並び，およ

びそれらと二項係数の関係に

興味をもって調べようとする。 

２種類の文字を含む整式の割

り算に興味を示し，具体的な問

題に取り組もうとする。 

定期考査 

日々のワー

クシート 

定期考査 

復習プリン

ト 

取り組み教材 

授業観察 



複素数と方程式 

１ 複素数 

２ ２次方程式 

３ 因数定理 

４ 高次方程式 

 

a: 複素数の四則計算ができ

る。負の数の平方根を理解して

いる。２次方程式の解の公式を

利用して，２次方程式を解くこ

とができる。判別式を利用し

て，２次方程式の解を判別する

ことができる。 

b: 有理数から実数へ数の範囲

を拡張する必要性を理解し，複

素数を考察することができる。 

複素数の四則計算の結果は複

素数であることを理解してい

る。２次方程式の解について，

実際に解を求めないで，判別式

で解の種類を判別できること

を理解している。整式を１次式

で割ったときの余りを求める

のに，剰余の定理が利用できる

ことを理解している。 

c: 方程式が常に解をもつよう

に考えられた複素数に興味・関

心を示し，考察しようとする。 

２次方程式の解が虚数になる

場合もあることに興味を示し，

２次方程式の解を考察しよう

とする。１の３乗根の性質に興

味・関心をもち，具体的な問題

に取り組もうとする。 

定期考査 

日々のワー

クシート 

定期考査 

復習プリン

ト 

取り組み教材 

授業観察 

式と証明 

１ 等式の証明 

２ 不等式の証明 

a: 恒等式の定義や性質を理解

し，基本的な問題を解くことが

できる。 

b: 実数の性質や等式の性質，

不等式の性質などを基に，等式

や不等式が成り立つことを論

理的に考察し，証明すること。 

c:相加平均と相乗平均の大小

関係がなぜ成り立つのか，興

味・関心を持ち，具体例を考え

ながら考察しようとする。 

定期考査 

日々のワー

クシート 

定期考査 

復習プリン

ト 

取り組み教材 

授業観察 



２

学

期 

  

図
形
と
方
程
式 

 

点と直線 

１ 直線上の点 

２ 平面上の点 

３ 直線の方程式 

４ ２直線の関係 

a: 数直線上において，２点間

の距離，線分の内分点，外分点

の座標が求められる。座標平面

上において，２点間の距離が求

められる。座標平面上におい

て，線分の内分点，外分点の座

標が求められる。与えられた条

件を満たす直線の方程式の求

め方を理解している。 

b: x 軸に垂直な直線は y＝mx

＋n の形に表せないことを理

解している。点と直線の距離の

公式を理解していて，それを求

めることができる。 

c: 数直線上の点に関する公式

を利用して，平面上の問題を考

察しようとする。 

公式を利用して，直線の方程式

を求めようとする。 

２直線の平行・垂直の関係を，

直線の傾きに着目して考察し

ようとする。 

定期考査 

日々のワー

クシート 

定期考査 

復習プリン

ト 

取り組み教材 

授業観察 

円 

１ 円の方程式 

２ 円と直線 

 

a: 与えられた条件を満たす円

の方程式の求め方を理解して

いる。円と直線の共有点の座標

を求めることができる。円の接

線の公式を理解していて，それ

を利用できる。 

b: x，y の２次方程式を変形し

て，その方程式が表す図形を調

べることができる。 

円と直線の位置関係を，適切な

方法で判定できる。 

c:円と直線の位置関係を，２次

方程式の判別式や，円の中心か

ら直線までの距離と円の半径

の大小関係により調べようと

する。 

定期考査 

日々のワー

クシート 

定期考査 

復習プリン

ト 

取り組み教材 

授業観察 



軌跡と領域 

１ 軌跡と方程式 

２ 不等式の表す領域 

３ 連立不等式の表す領域 

a: 軌跡の定義を理解し，与え

られた条件を満たす点の軌跡

を求めることができる。不等式

の表す領域を図示することが

できる。連立不等式の表す領域

を図示することができる。 

b: 点が満たす条件から得られ

た方程式を，図形として考察す

ることができる。図で与えられ

た領域を不等式で表すことが

できる。 

c: 点が満たす条件から得られ

た方程式がどのような図形を

表しているかを考察しようと

する。 

定期考査 

日々のワー

クシート 

定期考査 

復習プリン

ト 

取り組み教材 

授業観察 

３

学

期 

三
角
関
数 

三角関数 

１ 一般角 

２ 弧度法 

３ 三角関数 

４ 三角関数の性質 

５ 三角関数のグラフ 

６ 三角関数を含む方程

式・不等式 

 

a: 弧度法の定義を理解し，度

数法と弧度法の換算をするこ

とができる。扇形の弧の長さと

面積の公式を理解している。 

三角関数の相互関係を理解し，

それらを利用して様々な値を

求めたり，式変形をすることが

できる。いろいろな三角関数の

グラフのかき方と周期の求め

方を理解している。 

b: 角度の表し方に度数法と弧

度法があることを理解してい

る。扇形の弧の長さと面積を求

める際，中心角の単位がラジア

ンであることを理解している。 

c: 新しい角の測り方である弧

度法に興味をもち，角度の換算

に取り組もうとする。 

単位円を利用して，三角関数の

性質を調べようとする。 

y＝sinθとy＝cosθのグラフ

が同じ形の曲線であることに

興味，関心をもつ。 

定期考査 

日々のワー

クシート 

定期考査 

復習プリン

ト 

取り組み教材 

授業観察 



 

加法定理 

１ 加法定理 

２ 加法定理の応用 

a: 加法定理を利用して，種々

の三角関数の値を求めること

ができる。 

b: 正接の定義と加法定理を利

用して，２直線のなす角を考え

ることができる。 

c: 加法定理から，２倍角の公

式，半角の公式を導こうとす

る。 

定期考査 

日々のワー

クシート 

定期考査 

復習プリン

ト 

取り組み教材 

授業観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


